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論文内容の要旨 
 
本研究では，成人男女において，仕事と家庭の役割が衝突するといったネガティブな側面の解
決を目指してきたワーク・ライフ・バランス研究の一環として，“一つの役割の経験により他の役
割の生活の質が向上する”と定義されるワーク・ファミリー・エンリッチメントというポジティ
ブな側面の機能について，30 代から 50 代の共働き男女を対象に年代差，性差という観点を含ん
だモデルの策定と検証を目的とした。その結果，全年齢段階を通して，仕事と家族の領域におい
て得られる情緒的サポートと道具的サポートから構成される「ソーシャルサポート」の存在が，
仕事と家庭の役割間の資源の流出と活用という働きを持つ「ワーク・ファミリー・エンリッチメ
ント」の媒介的機能を通して，仕事と家庭の役割遂行（「役割パフォーマンス」）を促進させると
いうプロセスモデルが策定され，検証された。また，年代差，性差の観点からは，30 代の女性は
仕事と家庭生活の両立のために仕事と家族の領域で得られるサポートを活用しながら仕事と家庭
の役割を担っており，この資源を有効に使うことでワーク・ファミリー・エンリッチメントを高
めて，それに伴い間接的に仕事と家族の領域のパフォーマンスを促進させていることが示唆され
た。 
論文は全体で４つの研究から構成されている。 
研究 1 では，日本語版ワーク・ファミリー・エンリッチメント尺度を作成し，その信頼性と妥
当性の検証を目的とした。項目分析を行った後，確認的因子分析を実施した結果，原版の Carlson 
et al.（2006）と同じ 6 因子モデルが認められたことで日本語版の因子的妥当性が確認された。
信頼性の検証のため Cronbach のα係数を算出した結果，十分な内的整合性が確認された。した
がって，日本語版ワーク・ファミリー・エンリッチメント尺度は，一定の信頼性と妥当性を有し
ていることが明らかになった。 
研究 2 では，研究 1 で作成した日本語版ワーク・ファミリー・エンリッチメント尺度を使用し
て，仕事と家族領域のソーシャルサポートとワーク・ファミリー・エンリッチメント，役割パフ
ォーマンスの指標の得点の差異とプロセスモデルの検証から年代差と性差を明らかにすることを
目的とした。3（年代）×2（性別）の二要因分散分析を行った結果，年代差については，仕事サ
ポート，家族サポート，家庭から仕事へのエンリッチメント，職務パフォーマンスの主効果が有
意であり，多重比較から職務パフォーマンスのみ 50 代の得点が最も高かったが，それ以外では
30 代の得点が最も高かった。性差は，全変数において主効果が有意であり，男性よりも女性の得
点が高かった。年代差と性差の関係では，家庭から仕事へのエンリッチメントのみ交互作用が認
められており，男性は 40 代よりも 30 代が，女性では 50 代よりも 30 代の得点が高かった。次に，
ソーシャルサポート（仕事サポートと家族サポート）がワーク・ファミリー・エンリッチメント
（仕事から家庭へのエンリッチメントと家庭から仕事へのエンリッチメント）を媒介して役割パ
フォーマンス（職務パフォーマンス，家族パフォーマンス）に至ると予測したプロセスモデルを
検証した。ソーシャルサポートとワーク・ファミリー・エンリッチメントの関連に関して，分析
の結果 30 代男女と 40 代男女，50 代女性において仕事サポートは仕事から家庭へのエンリッチ
メントとの間に正の関連が見られた。また，30 代男女と 40 代男女において仕事サポートは家庭
から仕事へのエンリッチメントとの間に正の関連が見られた。30 代女性と 40 代及び 50 代男女
において家族サポートは，仕事から家庭へのエンリッチメントとの間に正の関連が見られた。ま
た，全年代と性別において家族サポートは，家庭から仕事へのエンリッチメントとの間に正の関
連が示された。次に，仕事から家庭へのエンリッチメントと家庭から仕事へのエンリッチメント
の媒介する機能を検証するためにサンプル数を 5000 とするブートストラップ法を実施して 95％
信頼区間（confidence interval; CI）を求めた。その結果，30 代及び 40 代の男女において仕事か
ら家庭へのエンリッチメントの有意性が確認され，さらにすべての年代と性別において家庭から
仕事へのエンリッチメントの有意性が認められたことを通して，仕事から家庭へのエンリッチメ
ントと家庭から仕事へのエンリッチメントの媒介効果が確認された。 
研究 3 では，質的調査を実施して研究 2 では扱うことができなかった仕事と家族の領域の新た
なサポート源を明らかにすることを目的とした。その結果，仕事領域で得られているサポートに
は，仕事の勤務調整や仕事を教えてくれるなどの上司サポート，一緒にいる時間を通して仕事の
ことを悩み，相談できて仕事を頼める同僚サポート，仕事を手伝ってもらう部下サポート，上司
や同僚，部下とチームを組むことで仕事の相談がしやすくなっているチームサポートが抽出され
た。家族領域の中で得られているサポートには，家事参加や子育てに関する相談と仕事の相談を
受け入れてくれる配偶者サポートと実母や妹，義父母が家事や育児をしてくれたり，情緒的な支
えになってくれる拡大家族サポートが抽出された。 
研究 4 では，最初に研究 3 で抽出されたサポート源のうち部下サポートとチームサポートを除
く 4 つのサポートを使用して先行研究から項目選定及び独自に作成を行った。発話内容に基づき
仕事領域の上司サポート，同僚サポートは先行研究から項目選定をして使用した。配偶者サポー
トと拡大家族サポートは，先行研究から情緒的サポートの項目を使用して道具的サポートは独自
に作成した。次に，職務パフォーマンスと家族パフォーマンスは，研究 3 の発話内容を参考にし
て職務と家族に関係する役割パフォーマンスを測定する項目を独自に作成した。これらを行った
上で，研究 2 と同様の手続きを取り年代差と性差を明らかにすることを目的とした。3（年代）
×2（性別）の結果，年代差は配偶差サポート，拡大家族サポート，家庭から仕事へのエンリッ
チメントにおいて主効果が有意であり，多重比較の結果いずれも 30 代の得点が高かった。性差
では，同僚サポート，拡大家族サポート，仕事から家庭へのエンリッチメント，家庭から仕事へ
のエンリッチメント，仕事パフォーマンス，家族パフォーマンスの主効果が有意であり，すべて
女性の得点が高かった。 
以上を総括すると，研究 2 と研究 4 において指標の差から 30 代の女性の得点が高いことが明
らかになった。主要な点として，30 代の女性は仕事と家庭生活の両立のために仕事と家族の領域
で得られるサポートを活用しながら仕事と家庭の役割を担っており，この資源を有効に使うこと
でそれがワーク・ファミリー・エンリッチメントを高めて，それに伴い間接的に仕事と家族の領
域のパフォーマンスを促進させていることが示唆された。すなわち，30 代女性は仕事領域のソー
シャルサポートが仕事から家庭へのエンリッチメントを媒介して家族パフォーマンスを高めてお
り，他方で家族領域のソーシャルサポートが家庭から仕事へのエンリッチメントを媒介して仕事
パフォーマンスを高めるという心理メカニズムが生じていることが示唆された。 
 
論文審査の結果の要旨 
 
審査委員会では，以下のような 5 点の評価点が承認されるとともに，今後の課題も指摘された。 
第 1 に，近年，広く知れ渡ってきた「ワーク・ライフ・バランス」研究の流れのもと，Greenhaus 
& Powell（2006）によって理論化され，Carlson et al.（2006）によって尺度化された「ワーク・
ファミリー・エンリッチメント（仕事役割で生じた体験が家庭役割に流出する現象（あるいはそ
の逆の現象）によって，それぞれの役割パフォーマンスに相互に高まる“互恵性・互酬性”が生
じること）」の研究については，わが国においては極めて乏しく，活発に研究が行われている国外
に遅れをとっていたのであるが，本研究において，丹念な日本語版を作製した上で（研究１），日
本においてもワーク・ファミリー・エンリッチメントの理論モデルが通用することを明らかにし
（研究 2 と研究 4），理論モデルを支持できたことは大きな評価点であるといえる。このように，
実証的研究からワーク・ファミリー・エンリッチメントの理論モデルを支持できたことは，国外
でも結果が一貫していない現状に対し一定の知見を示し得たわけで，わが国のワーク・ライフ・
バランス研究に大きな貢献をもたらすものであるといえよう。 
第 2 に，ワーク・ファミリ ・ーエンリッチメント研究に年代差と性差を取り入れたことである。
従来の研究では，理論的背景に基づき男女共通の心理傾向が明らかにされてきた。しかし，Schein
（1978/1991）の理論などを参照しながら，昨今の国内の男性雇用機会均等の推進の流れも含め
て年代設定を行った。そして，対象者を選定し年代と性別の差異を取り入れたワーク・ファミリ
ー・エンリッチメント研究を実施したことで 30 代から 50 代の男女の心理メカニズムを詳細に検
討したことは，これまで産業・組織心理学研究では見られなかった研究を実施したといえる。 
第 3 に，ワーク・ファミリー・エンリッチメントの促進要因に関する COR 理論（conservation 
of resources theory: Hobfoll, 1989, 2002）の一定の妥当性を示すことができたことである。COR
理論とは，ソーシャルサポートなど，広くワーク・ライフ・バランスに影響を及ぼす社会的資源
のあり方に関する理論である。しかし，わが国においては，ワーク・ファミリー・エンリッチメ
ントに対する COR 理論を適用した研究を行った知見は，本論文のもととなった原（2018a, 2018b）
の研究に留まっており知見の蓄積が非常に少なかった。このようなわが国の研究状況の中，研究
2 と研究 4 を通して本論文では COR 理論（1989, 2002）において重要な資源とされる「ソーシ
ャルサポート（仕事上の上司の支援や家庭での拡大家族のメンバーの支援など）」を取り上げ，共
分散構造分析の結果から仕事領域と家族領域のサポートを使用してワーク・ファミリー・エンリ
ッチメントとの関連を始めて検討した。その結果，各年代と性別で数多くの正の関連が得られた。
本研究で扱ったのは，ソーシャルサポートのみであることから限定的な解釈をする必要があるが，
全サンプルと年代と性別を取り入れたモデルの分析結果を含めて総合的に解釈すると，ソーシャ
ルサポートは COR 理論において重要な一資源であり，ワーク・ファミリー・エンリッチメント
にも COR 理論が適用可能であり，促進要因として活用できることが示唆されたといえる。した
がって，一部分的ではあるがわが国においても COR 理論の妥当性まで確認されたと言及してよ
いであろう。 
第 4 に，ワーク・ファミリー・エンリッチメントの媒介効果が確認されたことである。研究 2
と研究 4 では COR 理論（1989, 2002）と Greenhaus & Powell（2006）の定義に基づきプロセ
スモデルを検証した。年代差と性差に着目したモデル検証を通して，ほとんどの年代と性別にお
いて仕事から家庭へのエンリッチメントと家庭から仕事へのエンリッチメントに媒介効果が確認
された。すなわち，ソーシャルサポートを受けていると認知していることによりワーク・ファミ
リー・エンリッチメントを高めて，それに伴い間接的にパフォーマンスを促進させるプロセスを
説明できるようになったのである。COR 理論の資源に着目する理論的背景から仕事領域と家族領
域のソーシャルサポートがワーク・ファミリー・エンリッチメントを媒介して家族領域と仕事領
域のパフォーマンスを促進させる結果が示されたことで仕事と家庭は独立した領域ではなく，資
源の役割間流出と活用をすることで仕事と家庭の連続性を説明できるようになったといえよう。 
第 5 に，現在の社会的動向にも貢献できる学術的知見を示唆できたことである。現在，わが国
では，これまでの働き方を見直しワーク・ライフ・バランスを実現するために働き方改革が実施
されている。その取り組みの一つとして，職務パフォーマンスの促進による仕事の効率性と生産
性の向上が試みられている。研究 2 と研究 4 を通して，ソーシャルサポートを一資源として扱い，
その有効性を示すことができたことと，ワーク・ファミリー・エンリッチメントが職務パフォー
マンスを促進させる結果を示すことができた。したがって，働き方改革を推進して職務パフォー
マンスの促進を考えていくのであれば，家庭から仕事へのエンリッチメントだけでなく，家族か
ら得られる資源（家族サポート，家族関係など）の必要性を主張できるようになったといえよう。 
  
以上のような本論文の貢献に対し，以下のようないくつかの限界点が指摘された。 
 第 1 に，複数資源の検証の必要性である。本論では，ソーシャルサポートに着目した。わが国
のワーク・ファミリー・エンリッチメント研究では，幼児期においてソーシャルサポートがワー
ク・ファミリー・エンリッチメントの促進要因になることが明らかにされている（原，2018a, 
2018b）。今後は，児童期から青年期もソーシャルサポートの一つなのか議論することが必要だろ
う。自己効力感や楽観性，柔軟性の高い職場といった仕事に関する資源だけでなく，家族との関
係性や成熟性，親密性など家族に関係する資源も用いた検証が必要といえる。 
第 2 に，複数の結果要因の設定である。先行研究では仕事満足感や家族満足感，身体的・精神
的健康を扱った研究報告が見られている（McNall et al., 2009）。本論文では Greenhaus & Powell
（2006）の定義に従ってパフォーマンスを結果要因としたが，離職意思や仕事満足感，仕事コミ
ットメントなどの要因を扱って検討する必要がある。また，家族満足感や夫婦関係の質，親役割
の質，介護への取り組みとの関連の検討を通して，家族の視点を含めた検証が求められる。この
ように，仕事と家族に関係する要因を検証することでワーク・ファミリー・エンリッチメントは
仕事と家庭生活を送る上で必要な心理的な要因であると明らかにできると考えられる。 
第 3 に，縦断研究の必要性である。Lu（2011）は縦断研究から仕事サポートと仕事から家庭へ
のエンリッチメント，仕事満足感の相互影響性を明らかにしている。また，家族サポートと家庭
から仕事へのエンリッチメント，家族満足感においても相互影響性が見られている。したがって，
縦断研究を実施して因果関係をさらに明らかにする必要があるだろう。 
第 4 に，ワーク・ファミリー・コンフリクトも同時に扱った研究の必要性である。研究 1 の弁
別的妥当性において明らかになったように，ワーク・ファミリー・エンリッチメントとワーク・
ファミリー・コンフリクトは対立的概念ではない。今後，ワーク・ファミリー・コンフリクトと
ワーク・ファミリー・エンリッチメントを同時に扱い，規定要因や結果要因を明らかにすること
は，新たな視座をワーク・ファミリー・バランス研究に導くものであろう。 
第 5 に，サンプルに関する限界点である。本論文では，日本語版ワーク・ファミリー・エンリ
ッチメント尺度の作成には，仕事と家庭を意識しやすい保育園の園児の保護者を調査対象者とし
ている。しかし，家庭から仕事への感情の歪度と尖度の内容など育児期の男女だからこそ生じる
サンプル特性が確認されている。今後はサンプル特性をより近づけるなどの再検討が必要と考え
られる。 
第 6 に，収入や学歴など社会経済的要因の関係性を含めたワーク・ファミリー・エンリッチメ
ント研究の必要性である。仕事と家庭生活のバランスがうまく取れている場合，役割間の資源と
活用ができていると考えられるが，その資源の獲得には経済的要因が影響してくると想定される。
多様な家族形態や収入幅が大きくなっているわが国の社会・家族状況を鑑みるとワーク・ファミ
リー・エンリッチメント研究において仕事と家族の基本的な要因を捉えた研究が必要である。今
後，検討をしていく場合には家庭環境や社会経済的要因を取り入れて学歴や収入別にワーク・フ
ァミリー・エンリッチメントとの関連の検討を実施することが必要であろう。 
 
 以上のような本研究の限界点の指摘は，しかしながら，今後の課題として捉えられるべきもの
と考えられた。最終的には，今後の課題の出発点としての意義を認め，今後の議論，検証につな
げていくものであることを確認するとともに，課程博士論文としては十分な要件を満たしている
ことを確認した。 
以上により，審査委員会は本論文が博士（心理学）の授与に値するものと認めた。 
 
